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	働き方改革がオフィス戦略に与える影響
	～「企業のオフィス戦略の実態」に関するアンケート調査結果～
	オフィス賃貸市場は全国的に堅調な状態が継続している。特に東京は2018～20年に大量供給となるが、供給が需要を顕在化させ、賃貸市場は大幅に悪化しない見込みである。堅調な需要の原動力となっているのは、女性や高齢者を中心とした労働参加による就業者数の大幅な増加であると考えられる（図表1）。就業者数の増加により、手狭感を感じる企業が多いと想定される。こうした手狭感解消のため、移転コストを抑えられる館内増床や分室設置のニーズは強い。加えて、「就業環境の改善」や「コミュニケーション促進」など、生産性改善の...
	移転ニーズの高まりの背景となっている「就業環境の改善」や「コミュニケーション促進」などについては、「働き方改革」が関連している。つまり、現在の大量供給下において「働き方改革」を契機に移転ニーズが高まった結果、就業者数の増加を原動力として、オフィス賃貸市場は好循環になっていると考えられる（図表2）。
	本稿ではアンケート調査を踏まえ、個々企業の「床面積の増減および方針」、「移転状況および移転の理由」、「働き方改革に関連する施策の導入状況・満足度」など、実際の企業動向を確認する。
	＜アンケート調査結果＞
	1. 本アンケートへの回答状況
	本アンケートは、全国の上場企業3,720社へ調査票を送付し、224社から回答を得た（回収率6.02％、実施時期は2019年2月）。回答企業を業種別・従業員数別に分類すると下表の通りである（図表３）。
	図表３　回答企業の分類
	2. 本社部門のオフィス床の利用状況
	(1) 過去3年間の本社部門の床面積、および今後3年以内の床面積の方針
	本社部門で使用しているオフィス床面積の過去3年間の増減について聞いたところ、「増やした」と回答した企業は約22％にのぼり、「減らした」と回答した企業の7％を大きく上回った。また今後3年以内にオフィス床面積を変更する方針があるか聞いたところ、「増やす」と回答した企業が約18％、「減らす」と回答した企業が3％となった（図表４）。
	今後3年以内の方針については未定の企業が約32％存在するものの、「増やす」と回答した企業数は、過去3年間に床面積を増やした企業数と比較しても相応に多い。
	図表４　本社部門のオフィス床の利用状況

